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製品紹介

電気･計装･計算機続合制御システム｢HIDIC-AZシリーズ+

近年,プラントでのシステムのFA化,

CIM化に対応してプラントの運転,監

視,保守の高度化や省人化が求められ

ている｡しかし,その実現に当たって

は,従来から電気制御(E),計装(Ⅰ),

計算機制御(C)がおのおの独二＼エして日動

化,高機能化を進めてきており,3分

野が完全に連携をとっているとは言え

ず,新しい制御システムの実現が要望

されていた｡このような山場のニーズ

にこたえて,業界で初めて,一つのコ

ントローラで電気制御,計装制御,計

算機制御を実現するEIC統合制御シス

テム｢HIDIC-AZシリーズ+を製品化

した(図1)｡

1.主な特長

(1)E･Ⅰ･C統/分コントローラ

1台のコントローラで,電気制御系

での数ミリ秒から100ミリ秒までの制御

速度から,従来の計装制御での1秒オ

ーダの処王里まで,幅広い対応を!実現し

ている｡

(2)データフィールド形ネットワーク

各ステーション間を高速メモリ転写

するサイクリック通信,および事象駆

動形の機能コード通信を備えた

〟∑Network-10を開発した｡これによ

表l 主なイ士様

(a)システム規模

TAG素志数 16.384TAG

管王里点数 24′576点

トレンドデータ 2.560点

オペレークーズ

ニコニ/ソーノレ

CRT 48台(4台/POC)

POC 】2台

コントローラ

PCS 3Z台(二重化時64台)

10CPほカ､ 20台

り,白律分散思想を核とLたデータフィ

ールド形ネットワークを実現している｡

(3)マンマシンの充実

シングルウインドウ機能の導入によ

って,従来各分野ごとに必要であった

操作マシンも1台に共通化され,1種

類のCRTやT/Wで統一的な操作ができ

る｡

図I HIDIC-AZシリーズの夕十観

(b)EICコントローラ(PCS)

制御機能

電気制御(E)機能

計装(l)機能

計算機制御(C)機能

DDC制御ループ数 80

DDC監視ループ数 Z56

DDC補助マクロファンクション数 768

電気制御演算マクロ数 l19

プロセス割り込み 32点

プロセス入出力

A】:Z56点

AO:160点

Dl,DO:l′664点

その他,ワンタッチオペレーション

による豊富な標準画面を多数装備して

いる｡

(4)強力なエンジニアリング環境

プログラムの開発には,会話形式の

B&M(ビルダーとメンテナンス)を搭

載しており,シーケンス制御機能,フ

ィードバック制御機能,グラフィック

オペレーションなどの機能を芥易に生

成できる｡また,充実したセルフドキ

ュメント機能を持っており,保守竹三に

優れたシステムを提供する｡

2.主な仕様

HIDIC-AZの主な仕様を表1にホす(,

(口立製作所 機電事業本部)

ミスターオレンジ電磁接触器･開閉器(65～600Aフレーム)
電磁接触器･開閉器は,電動機以外

の設備機器などにも使用され,現在そ

の用途は拡人の-一途をたどっている｡

最近,電磁接触器･開閉器に求めら

れる機能も多様化してきており,本末

のイ言束副生に加え,安全性,保守ノ.与二検時

の取り扱い性の向上などが重視されて

きている｡

今回発売の｢ミスターオレンジ+シ

リーズには,数々の機能を盛r)込んだ

(図l)｡

1.主な年寺長

(1)新しい表示機柿を才采用

電磁接触器,サーマルリレーとも,

チェンジカラーの表ホ機構を採用し,

動作状態を一日で判別可能とした｡

(2)操作コイルの二重定格化を実現

(150A以上)

(a)1()0V/200Vの二重定格化を実

現した｡

(b)交流人力,直流励磁方式によ

り,うなり斉を解消した｡

(c)開閉サージの発生を防止するコ

イルサージ吸収機能を内蔵した｡

(3)安全性を重視した貢設計

(a)電磁接触器の動作ロッドは,動

作去ホ器を開いて操作する構造とし

た｡

(b)サーマルリレーは,トリップレ

バーや調整つまみをイ米蔵カバーで覆

三越

て.攣

健

′そ鞄二■ン

った｡

(C) アークスペースフリ【とした-)

(d)絶縁を強化する相I別バリアを標

準装備した(80A以上)｡

(4)制御の電子化に対応した高イうて栢件

(a)補助接点は全機種独Rのローリ

ングツイン接点を採用した()

(b)サーマルリレーの信号]妾点を1

alb独う三枝点としたt)

(【‾丁立製作所 商品事業イこ部)

線

区= ミスターオレ

ンジ電磁開閉着旨シリ

ーズ
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画像データ圧縮･伸張プロセッサ"DICEP-E”

近年,ファクシミリをはじめエンジ

ニアリングワークステーーション(以‾卜,

EWSと略す｡),‾史書ファイリングシス

テム,インテリジェント複写機などの

OA機器では,睡i像品質の向L二才ゴよびデ

ータ編集のため両條データの大容量処
甥リヒが進められている｡このため,こ

れら大芥呈画像デーータを高速転送した

り,効率よく編集およぴファイリング

するためには,データを圧縮(符号化)･

伸張(復号化)処理する技術が重要にな

っている｡なかでもEWSや高竹三能ファ

クシミリでは,大量の煙i像データを扱

うために効率のよいファイリングが必

要であり,また画像データの編集や検

索のための高速画由表示や高速印刷な

ど,データの出し入れ処理が重安とな

る(図1)｡これらのニーズに対応する

ため,内部処理マシンサイクルの高速

化,ラインバッファを内蔵したことに

より,従来製品の4イ･洋の処j理性能があ

るHD63185(DICEP-E:Document

ImageCompressionExpalュSionProc-

ess()r-E)を開発した｡

1.主な特長

(1)高速処理

M2R符号化方式を採用することによ

り,A4サイズの標準テストチャート

(CCITT)No.1～8を().13秒から0.36

秒まで(三戸必J().22秒)と約4代の速度

(当社比)で高速符号化･復号化処王埋す

ることがで､きる()

(2)来秋なシステム対J心

多種のシステム枯J戊に適J心できるよ
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図I DICEP-Eチップ

うにシステムバス,Ⅰ軸像バスのどちら

からも符号,画イ象データを独立に入･

出力が選択できる｡これにより,MI〕U

の負担を軽減したイメージ処理が可能

である｡

(3)符号-一符一号変換機能

相手の符号化方式が異なる場合,い

ったん両像データに伸張し柏手の方式

に合わせて処〕塑する｡従来2個の圧縮･

伸張チップをJ‾Ijいていたが,符号一符甘

処理はこの二つの処王里を1チップで処

理が叶能である｡

(4)二つの処理をライン単位処理

符一号処理と復号処靴,または符号処

理とデータ転送などの二つの処理を,

ライン単位で交カニに処理する｡

(5)画像データのリード モディファイ

ライト機能

16種の論】理演算により,画イ象デーータ

と復号データ(伸張)の問てや指定した論

理演算を施し,結果を書き込む｡挿j條

データのライン間i墳算を/行いF叫イ象デー

タを縮′卜する場合に有効である｡

(H二､ンニ製作所 半導体事業部)

現金自動I取引装置"HT-2800”新シリーズ

このたびL_l二＼エ製作所は,プ紙幣容量を

国内最人とし,長叫渦Jの無人運用に余

裕を持って対んむできる現金自動取引装

荷"ⅠIT-2800''新シリーーズを開発し,

販売を開始した｡

現金自動取引装置(ATM,CD)は,

令融概関を中心にさまぎまな場所で二注

佼を問わず稼動するようになっている｡

特に,金融機関での1こ仝週休二日制の

実施,店外設置規制の撤廃などにより,

無人道川･委託運用の答鵜さ,設置条

件の緩和は必≠貞(す)の条件となった｡

l‾1立製作所では,Hl二1-2806,2801を

1985年から販売し好評を得ているが,

う､川さらに一歩進んだニーズにこたえ

るため,

(1)国内最大の紙幣,明細票など媒体

零墨による長時間無人運用の実現

(2)狭い場所でも容易に設置できるス

リムタイプの川意

(3)1Dカード,電磁ロックの併用によ

るセキュリティ管理の徹底

など今後のATM,CDに求められる用
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件を十分に満たす現金【′1動取リ1装置

``HT-2800”新シリーズを開発した

(図1)｡つ

新シリーズは,大芥呈ATM,スリム

タイプATMおよびスリムタイプCDの

3機種で,以下の特長を持っている｡

1.主な特長

(1)国内最人の紙幣,判細栗谷呈

壕惑
稽､
臼

苧

､′へi

図l 日立現金自動取引装置HT-2800新

シリーズ(スリムタイプATM HT-2807/S)

(a)紙幣谷韻:ATM8,600柁

CD6,100校

(b)明細柴谷岩:ATM2,300柁

CDl,600f丈

(2)スリムタイプによる設帯条件緩和

ATM:標準720nlm,スリム57()mnT

CD:450mm

(3)係員川IDカード,電イ磁ロック併川

によるセキュりティ管理の徹底

(a)IDカl--ド情報でⅠ奴扱者,時間,

内容などをすべて電子ジャーナル化

(b)IDカード連動の電磁ロックによ

り,取扱者の権限にJ心じたロック解

除

(3)係員運用方法の簡易化

(a)紙幣に加え,硬貨｢′1動補充回11又

機能をサポート

(b)強制補充,凶収機能を開発

(c)現金自動精奄(装置内紙幣の全

数自動計数)機能を開発

(H寸二製壬作所 情報事業本部 コンピュー

タ弔業一部)
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日正志漂特許

光ガイド層を持つ埋込ヘテロ構造半導体レーザ

1.本発明の背景

押込ヘテロ構造半導体レーザは,レ

ーザ党政が生ずる柄性領域の周囲を,

レーザ光に対Lて透明な半導体股でJ叫

め込んだ構造である｡これにより,安

定なレーザビームとイ代い動作電流が行

られる俊れた構造である｡従来,この

構造では,薄いi古性屑の佃側をクラッ

ド桝で挟んだいわゆるダブルヘテロ構

造となっていた｡このため,レーザ光

分布が活性屑に閉じ込められて,恐iH-1

ノJ化′＼の障害となっていた｡また一日l折

柄丁･を.設けてスペクトルのiit一化をr≡考1

るためには,新たな構造が必要となっ

ていた｡本ブ邑lリ=ま,埋込ヘテロ構造に

新たに光ガイド屑を設けて,これらの

課題を解決するものである｡

2.本構造の原理

小柄造の外観阿を図1に示す｡活性

偶の‾‾lご側に光ガイド層を設け,この構

造の両側血がj埋込屑によって坤め込ま

れている(⊃ 活性屑で発生したレーザ光

が光ガイド屑にしみ州すので,レーザ

)との局所的な集小をr妨ぐことができ,

埋込層 電極

図l 光ガイド層付き埋込ヘテロ構造半導体レーザ

大出力化をⅠズⅠることができる(つ また,

光ガイド屑とクラッド朋の間に仙折格

子を設けることができるので,スペク

トルの単一化をl､ズlることができる｡活

性層から光ガイド屑へのキャリヤのi砧

れ山しを防ぐため,i叶瀦のバンドギャ

ップ某を規定Lてある｡

3.特長･効果

(1)押込ハ＼テロ構造-J‾卜頼休レーザのi出

川ノJ化をlり■了絶とする｡

電極

酸化膜

クラリド層

活性層

光ガイド層

クラッド層

基根

(2)1日l折柄-‾f形成によるスペクトルの

単一化を‾叶能とする〔,

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1506485号

(特公昭63-46590号)

｢半導体レーザ装置+

光スターカップラ

1.本発明の背景

)Lスターカ､ソプラは,光ビームを複

数本の光ファイバに分門己するもので,

光データリンクを構成する上で必勿了

(す)のテーパイスである｡

従来の代表的光スターカップラは,

いわゆるバイコニカルテーパ形と言わ

れ,多数本の)ヒファイバを一か所でま

とめ,加熱によってその剖i分に,ひね

光ファイバ

リ･l鰍眉･+妊仲部を形J戊したものであ

り,仲人拭火や分配ばらつきが大きい

という問題があった｡

不党明は,二うしたl川題を解決した

もので,長足巨さ堆･人存二ち-‡の伝送を可能

とする光ファイノヾ川グ)スターカップラ

である｡

2.本発明による光スターカップラの構成

図1に示すとおり,本発叫引二よる光

保護チューフ

し J し一し J
ひねり･ ひねり･融着･ ひねり･

接着剤 融着部 延伸部 融着部

図l 光スターカップラの構成

接着剤

光ファイバ

スタ【カップラは,化さi穫チューブ内に

光ファイバ火を帯き,その小火一郎にひ

ねり･敵前･延仲部を形J戊し,さJノに

そのi内側にひねり･融前部を形成Lた

ものである(,保∫穫チューブのIl郎fんiは,

光ファイバを固定するため･接才綿Jでj寸

じられている｡

3.特長･効果

光ファイバ束のl-ト火部の巾佃Uにひjb

り･融二石部を形成するので,クラット

どうしが一体となって光のミキシング

や分配が促進され,仕至溺i尖･イ托分配ば

らつき･低コストの光スタ1-カップラ

を得ることができる｡

4.関連特許

特開昭6卜65ZO4号

｢光スターカプラおよぴその製造方法+

ほか

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせ〈ださい.｡

お問い合わせ先は･･･株式会社日立製作所 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5酎号(新丸ビル)電話(03)2川-3=4(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グルーフ
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l_自重衰喪哩垂‾

時分割処二理形同期回路

1.本発明の背景

多重化回線の時分割処理形同期【ロ柑各

は,おのおのの回線信号の同期をとる

ために,ランダムアクセスメモリをお

のおのの回線のフレームカウンタとし

て川いている｡

しかし,従来は,ランダムアクセス

メモリのビット誤r),または信号線の

ビット故障について配慮がなされてお

らず,1ビットでも誤りがあると,フ

レームカウンタの値が狂ってしまい,

同期外れと同じ状態となり,この間デ

ータの伝送が不能になるという問題が
あった｡

本技術は,こうした問題にかんがみ

誤り訂正

符号化器

RAM

IN OUT

ADS

時分割多重アドレス

アドレス

インクりメンタ

BLK99 BJKl BJK2 BLK3

HG HG

2

HG

3

HG

4

HG

5

HG HG

2

HG

3

HG

4

HG

5

HG HG

2

HG

3

HG

4

HG

5

HG

l

HG

2

HG

3

HG

4

帖
5

注:略語説明 BLK(ブロック),HG(ハンドリンググループ)

図2 多重化信号のフレーム構成図

発明され,同期外れなどによるデータ

伝送の不能を解消できる時分割処理形

同期担1路である(図1,2)｡

2.本発明の内容

同期回路の構J戊を区=に,多重化信

号のフレーム構成を図2に示す｡本発

Lリ引ま,ランダムアクセスメモリの入力

および出力段に,ランダムアクセスメ

LATCH
誤り訂正

復号化器

フレームアドレス
(並列テ一夕)

図l 時分割処理形同期回路のブロック図

モりのビット誤り,またはその人出力

データ線の故障が発生したとき.この

誤りを訂止する誤り訂正符号化担】路お

よび＼復号化回路を設け,フレームカウ

ンタの値の狂いによる同期外れを防止

し,安定したデータ伝送が行えるよう

にしたものである｡

3.特長･効果

(1)ランダムアクセスメモリのビット誤

r)などによる同期外れを防止できる｡

(2)信頼度および伝送品質を向上でき

る｡

4.】是供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特関昭63-248237号

｢時分割処理形同期回路+
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圧延設備における自律分散計算制御システム

高性能新複合ロールの開発

製鉄所における日動材料試験システム
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情報へのアプローチーファイリングと検索

自然科学の風ニヒ

水沢鋳物(その1)

鮮明なカラー液晶ラップトップを実現し,ビジ

ネスユースの幅を止ごげました

神々が愛した回-アテネとスパルタ
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